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キャリアパス（人間科学職に求められること）

課長補佐クラス 室長・企画官クラス 課長・首席職業指導官クラス以上係員クラス（4年間程度）

地方研修

係長クラス（5年間程度）

地方管理職など
独立行政法人の管理職として

マネジメント業務に従事することもあります

都道府県労働局職業安定部長など 都道府県労働局長

青野　源太　P11
あおの げんた

稲葉　雄大　P11
いなば ゆうだい

田中　俊輔　P12
たなか しゅんすけ

宇都宮　優菜　P12
う つのみや ゆう な

中村　瑛一　P15
なかむら えいいち

遠藤　径至　P17
えんどう けい じ

赤羽　幸治郎　P19
あかばね こう じ ろう

竹中　郁子　P20
たけなか いく こ

石田　龍之介　P13
いし だ りゅうの すけ

竹本　真莉奈　P13
たけもと ま り な

佐藤　真美華　P14
さとう ま み か

大江　さつき　P14
おおえ

田中　風多　P14
たなか ふうた

花田　倫　P15
はなだ りん

増田　風雅　P16
ますだ ふう が

渡邉　春香　P16
わたなべ はる か

こちらの図では、人間科学職のキャリアパスを示しています。
人の一生に関わる幅広い分野の仕事を担う厚生労働省の中で、人間科学職は主に「職業」の分野に関する政策を専門的な

視点を生かしながら支えており、その経験を積みながらキャリアアップを図っていきます。その際、厚生労働省の人間科学職
には、個々の人間に向き合い課題を一つ一つ解決していく個別支援に直接携わることよりも、むしろ必要な支援を行っていく
ための仕組みを作り、動かしていくことが求められます。

個別支援の手法を理解したうえで、さまざまな事業・業務・制度・助成金・補助金などの仕組みを創設・改善したり、関係団体
などとの連携の体制を構築したり、事業主や国民に対する指導・啓発を進めたり、あるいは現場で用いられる診断・評価・相談・

カウンセリング・指導などの手法を開発してさまざまな技法・ツール・マニュアル・データベースなどを構築したり、現場の相談
機能がうまくワークするよう効果的な指導を行ったり、組織マネジメントの方法を検討したりすることなどを通じて、必要な支援
を成し遂げていくことが求められているのです。 

このため、まずは「総合職」としての企画立案の能力、調整の能力、指導能力などが求められます。さらに、これを突き詰め
ていくと、積極性、理解力、説明力、論理構成力、リーダーシップ、コミュニケーション能力などが求められることになります。

それでは、次のページから人間科学職として働いている職員を紹介していきます。

佐藤　悦子　P18
さとう えつこ

注：この図は一例であり、本人の能力・適性、勤務成績、希望などにより異なります。


